
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定点観測 
校長 石神 徹 

夕暮れ時、東から上り、時間ごとにこぶし分の幅で
徐々に高度を上げ、深夜に南の最高点に到達。その後、
徐々に西へ向かって高さを落としていく・・・４年生
は１０月上旬、それぞれができる観察の後に、教科書
に示された満月の動きをスケッチの形でまとめていま
した。これを見て、遠い昔、私が小学校中学年の頃、
近くの野原で自作の観察器具を用いて、月の方角と高
さを追ったことを思い出しました。せいぜい夜の８時
ころまでだったと思います。それでも観察に臨むわく
わく感があったのでしょう。今でもおぼろげながら覚
えています。 
これはいわゆる定点観測です。位置を決めて、時間

の推移によって、対象物がどのように変容するかを調
べます。どの学年でも行われています。１・２年生は
あさがおやミニトマトの生長です。３年生はこの晩秋、
大根からたくわんを作ります。これは大きさが小さく
なる変化です。５・６年生になれば、星座の観測が挙
げられます。季節を知る定点観測にもなります。オリ
オン座は冬を想起しますが、まだ暗い早朝、南天にオ
リオン座が見られれば秋なのです。これは私の十八番。
家庭では♪はしらのきずはおととしの～でおなじみ、
おうちの柱に記された背丈の記録など。我が家には、
りす・うさぎ・ぞう・きりんなどに範囲づけられた身
長記録盤が既に色あせているのですが、捨てるに忍び
なく部屋に残されています。 
この定点観測によって、科学事象だけで無く、様々

な変容をとらえることができるのではないかと思って
います。私は毎朝、校門に立って、子どもを迎え入れ
ています。登校門は一つ。大正奉祝クスノキが見守る
正門をすべての子どもが通ります。登校時間帯の中で
通り過ぎる時刻やともに来る友だちなどは、規律ある
日本人なのでしょうか、概ね同じような傾向がありま
す。ちょっと早ければ、「今朝はなにかあるの？」と尋
ねたり、ちょっと遅ければ、おうちで何かあったのか
と考えたり、ともに来る友だちが違っていれば、何か
動きがあったのかと巡らせたりしています。職員打ち
合わせがない日は登校終了の８時２５分まで立つの
で、校長に会わないことはありません。朝の校門立ち
は、すべての子どもとの小さなつながりであり、私に
とっての重要な定点観測です。 

 
家庭においても、定点観測を意識して、子どものさ

さやかな喜びやひっかかる不安や悩みの兆候をとらえ
ることはできないでしょうか。毎朝のおはようの声色、
帰宅の時刻、夕食時の顔色や食べた量、お手伝いの取
りかかりの動きなどなど。一日、一週間、一月、一年、
繰り返しのように定型的に進む日々の中、子どもの成
長や変化をとらえる工夫を講じていきたいものです。 

 
明治を経て、大正４年に植えられた泰然としたクス

ノキは大正・昭和・平成の子どもたちの変容を見取っ
ています。さらなる新時代も見取っていくことでしょ
う。しかし、このクスノキが話すことができるならば、
こう言うかも知れません。“子どもの無邪気な心と学ぶ
に向かう気概に変わりはない”と。 

 

１１月の生活目標 

《しっかり学習をしよう》 
         生活指導部 島田 真里 

 読書や運動など、何をするにもじっくりと集中

して取り組むことのできる季節になりました。と

くに１１月は、何か自分のめあてを立ててしっか

りと学習に取り組むようにしましょう。毎日、丁

寧に漢字の練習や計算問題に取り組んだり、授業

で学習したことを復習したりなど、まずは具体的

なめあてをたてることが大切です。お子さんにと

ってどんなめあてがよいのか、ぜひご家庭でも一

緒に話し合ってみてください。 

開一小だより 
第３８３号 

平成３０年１０月３１日発行 

練馬区立開進第一小学校 

校長  石神 徹 

１１月の行事予定 
１日（木） 安全指導  
２日（金） もりもりウィーク（短縄）終 
      生活科見学予備日（１・２年） 
３日（土） 文化の日 
５日（月） 全校朝会 クラブ 

クリーン運動（２・４・６年） 
表現パフォーマンス出前授業（６年） 

７日（水） たてわり班活動 
避難訓練 

１０日（土） 土曜授業日 木曜日時間割 
１２日（月） 全校朝会 委員会 
１３日（火） 午前授業 特別時程  

（校区別協議会のため） 
１５日（木） 代表委員会あいさつ運動 
１６日（金） 食育クイズ 

かいいちアートの森 １日目 
１７日（土） かいいちアートの森 ２日目 
       ３時間授業 月曜日時間割 
１９日（月） 振替休業日 
２１日（水） 児童集会  
       午前授業（校内研究授業のため） 
       ＜２－１は５時間授業＞ 
２２日（木） 午前授業 特別時程 
       （南町小研究発表会のため） 
２３日（金） 勤労感謝の日 
２６日（月） 全校朝会 クラブ 
       オリパラ講演会「バレーボール」（３～６年） 
       クリーン運動（１・３・５年） 
２７日（火） ５時間授業 水曜時程 
       希望個人面談１日目 
２８日（水） 午前授業 特別時程 
       （教育会研究会のため） 
２９日（木） たてわり班遊び  
       ５時間授業 水曜日時程 
       希望個人面談２ 
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「学校応援団まつり」 （１０月２０日）     副校長 後藤 京子  
 

 10月 20土曜日に学校応援団まつりがありました。秋晴れの中、９時からたくさんの子どもたちが集ま

り、未就学児も含めて、３５０名の子供たちが参加しました。ひろば室のうさぎのビーズづくり、校庭では、

スタンプラリー、サッカー部、野球部による的あてやキッグターゲット、家庭科室では、甘い香りが広がる

ミニどら焼きや綿あめ、図書室ではキャンディレイ、ブラバンづくり、そして体育館では、ソフトバレー、

フリスビー、あきあがり、おばけやしき、と楽しい遊びがたくさんありました。おばけ 

やしきでは、せっかく列に並んで、いざ、自分の番になると、怖くて、入り口から出て 

くる子供たちがたくさんいました。 

大勢の応援団のスタッフの皆さん、ＰＴＡ役員の皆さんのご準備と運営あってのこと 

です。ありがとうございました。 

 

 

 

 

「１・２年生合同 生活科見学」 （１０月２６日）   １年担任  

  

 校庭に植えられた樹木も色づき始め、季節の変化を感じます。 

子供たちが楽しみにしている生活科見学があります。１年生と２年生が一緒になって光が丘公園まで

出かけます。事前に１年生と２年生が集まり、グループごとに顔合わせの会を行いました。班遊びでは、 

優しく 1年生に声をかける 2年生の姿が見られました。当日は、2年生のリーダーを 

中心に、１年生と２年生が協力してオリエンテーリングをします。地域の「秋」を探し 

ながら、異なる学年の班で活動することで、子供たちの交流を深めることはもちろん、 

集団の中で協力する心と自然に親しむ心を伸ばせるよう、取り組んでいきたいと 

思います。 

 

 

 

 

「かいいちアートの森」（１１月１６・１７日）     図工専科 服部 鮎美  

 

 秋も深まり、いよいよ芸術の秋本番です。今年度のアートの森は「わくわく アートアドベンチャー」

をテーマに、1 学期から作品を制作してきました。つくっている人も見ている人も「わくわく」できるよ

うに、そしてアートの森を大冒険してほしいという願いを込めてこのテーマにしました。16日、17日、

皆さんをアートの森へご招待いたします。６４４人のアーティストたちの創造力、想像力、発想力をたく

さん感じてみてください。 

 また、今年度の新しい取り組みとして、1７日土曜日 

に 6年生によるアートギターライブを行います。図工の 

時間につくった「見て楽しむ」アートなギターを手に、 

ライブパフォーマンスを行います。そちらもぜひお楽し 

みに！ 

  


